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1948 年生まれ。

清泉女子大学英文学科卒業。

英米文学翻訳に従事。

大久保　エマ●訳

三木　節子●絵
聖パウロ女子修道会会員。

『ありがとうゼノさん』 （女子

パウロ会） の絵と文制作。

ミニ本 『愛』、 『しあわせ』

（女子パウロ会） の絵も。

クリスマスを楽しみに待ちながら準備していたのは、昔の人たちも同じです。

大人も子どもも、羊飼いも職人も。伯爵もどろぼうも、おかみさんもお姫さまも。

クリスマスにまつわる、不思議なお話、小さなイエスさまも登場するお話など、

親しまれ、語りつがれてきた世界各地の伝説を７話集めました。

少しむずかしい漢字は読みがな付き。モノクロのさし絵も豊富。小学中級から。
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抜粋編集：女子パウロ会

1  三人の王さま－星に導かれ、 誕生したユダヤの王さまをおがみにきた王さまたちのお話。

2  フェリクス－< クリスマスの子羊 > に選ばれた子羊と羊飼いの少年を描くフランスの伝説。

3  奇跡のサンザシ－エルサレムから追放されたアリマタヤのヨゼフら巡礼者たちが、 敵か

　　　　　　　　　　　　　 ら守られたのは、 ヨゼフのつえのおかげでした。 イギリスのお話。

4  クリスマスのバラ－どろぼう一家の住む森がクリスマス ・ イブにだけ美しい花園に変わる

　　　　　　　　　　　　　 奇跡とハンス院長のやさしさとによって、 どろぼう一家も町に住んで

　　　　　　　　　　　　 クリスマスをお祝いできるようになりました。 スウェーデンの伝説。

5  三びきめの羊－アルプスの村に暮らす木彫師は、 ひとりぼっちのきれいな男の子に羊

                      の像を作る約束をしました。 ある日やっと会えたその子からは、 ふしぎ

　　　　　　　　　　　 な光が出ていました。 その子はいったい誰だったのでしょう。

6  星のマント－アイルランドのやさしい少女ブライドが夢で出会った聖家族。 返してもらった

　　　　　　　　　 マントに輝いていたのは、 美しいベツレヘムの星でした。

7  マルヒル神父さまとブドウの木－聖家族の旅をまねたメキシコの祭りの行列中、 男の子

                                          がイエスさまにおささげしたブドウの木は…


